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は じ め に

昆 虫病原性糸 状 菌ペ キ ロ マ イ セ ス フ モ ソ ロ セ ウ ス

(Paecilomyces ルmosoroseus) を 有効成分 と す る 微生物

殺虫剤 は， 米国 グ レ ー ス 社 (現 セ ル テ ィ ス USA 社) に

よ り 開発 さ れ た 。
日 本で は ， プ リ フ ァ ー ド 水和剤 と し て 東海物産株式会

社 に よ り 商品開発が行わ れ， 2001 年 6 月 1 1 日 付で ト マ ト
(施設) の シ ル バー リ ー フ コ ナ ジ ラ ミ ， オ ン シツコ ナ ジ ラ
ミ に対 し 農薬登録 さ れた ( 農林水産省登録第 20645 号) 。

I 開 発 の 経 緯

ペ キ ロ マ イ セ ス フ モ ソ ロ セ ウ ス は 日 本 を は じ め と し

て 世界各国 に 分布 し て い る 昆虫病原性糸状菌で あ る 。 本
剤の製造 に 使用 さ れ る ペ キ ロ マ イ セ ス フ モ ソ ロ セ ウ ス

の 菌株 は ， 1986 年米国 フ ロ リ ダ大学 ラ ン ス ・ オ ズ ボ ー
ン博士 に よ っ て ， フ ロ リ ダ州 の 温室 内 に て 採取 さ れた 。
Phenacoccus solani (Mealy bug : コ ナ カ イ ガ ラ ム シ )
か ら 分離 さ れた も の で あ り ， 米国お よ びオ ラ ン ダの研究

所 に て ペ キ ロ マ イ セ ス フ モ ソ ロ セ ウ ス と 同定 さ れ た 。
本菌株 は コ ナ ジ ラ ミ 類 に 優れ た 効力 を 示 す こ と が認め ら
れ， そ の 生産技術 と 製剤 化 が 米 国 グ レ ー ス 社 (現 セ ル
テ ィ ス USA 社) に て確立 さ れ， 環境 に 負荷 の 少 な い微
生物殺虫 剤 と し て ， 米 国 で は PFR-97， ヨ ー ロ ッ パ の
国々 で は PreFeRal の商品名 で実用 に 供 さ れて い る

日 本の農業分野 に お い て も ， 高 ま る 環境保全の意識の
中， 環境 に 負荷の 少 な い 防除薬剤や 資材が求め ら れて き
た 。 今 日 ， 施設栽培 に お い て は， コ ナ ジ ラ ミ 類 は 多 く の

農作物 を加害 し ， 直接的加害以外 に 一部 ウ イ ル ス 病 を媒
介す る た め ， 重 要 な 要防除害虫 と な っ て い る 。 一方で，
ト マ ト を は じ め と し て ， 交配用 の マ ルハ ナ パチ や ミ ツバ

チ が そ の施設 に 広 く 導入 さ れ る に 従 い ， 従来の化学農薬
に代わ る こ れ ら のハ チ に 影響 の 少 な い 防除方法が望 ま れ
て い る と こ ろ で あ る 。

こ の よ う な状況下で， 東海物産株式会社 は， グ レ ー ス
社 (現 セ ル テ ィ ス USA 社) よ り 日 本で の 開発， 販売権
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(キ ー ワ ー ド : ペ キ ロ マイ セ ス フ モ ソ ロ セ ウ ス ， Paecilomyces 
ルmosoroseus， PFR-97 WDG， プ リ フ ァ ー ド <Il>)

を得て ， 1996 年度 よ り 日 本植物 防疫協会 の 委託試験 を
実施 し た 。 1997 年度 に ト マ ト (施設) の シ ル バ ー リ ー

フ コ ナ ジ ラ ミ ， オ ン シツコ ナ ジ ラ ミ に 「実用性あ り 」 の

総合判定 を得， 2001 年 6 月 1 1 日 付 け で プ リ フ ァ ー ド @

水和剤 と し て 農薬登録 さ れ た 。

E 製 剤

一 般 名 : ペ キ ロ マ イ セ ス フ モ ソ ロ セ ウ ス 剤
商 品 名 : プ リ フ ァ ー ド 水和剤

試 験 名 : PFR-97 WDG 

包 装 : 100 g 製剤入 り ア ル ミ 袋

有効成分 : ペ キ ロ マ イ セ ス フ モ ソ ロ セ ウ ス (胞子)
1 X 109 CFU/g 製剤

保 存 性 : 製造月 よ り 6 か 月 ， 要冷蔵保存

皿 有効成分の生物学的性状

1 微生物の名 称 お よ び分類学上の位置

学 名 : Paecilomyces ルmosorose附 (WIZE)
和 名 : 赤 き ょ う 病菌
分類学上の位置 :

門 : 真菌門 Eumicola 
綱 : ヒ ホ ミ ケ ス 網 Hyþhomyceles 

属 : ペ キ ロ マ イ セ ス 属 Paecilomyces 

種 : フ モ ソ ロ セ ウ ス 種 ルmosorose附

2 生物学的性質

( 1 )  分布

日 本 を は じ め と し て 世界各地 に 広 く 分布す る 。

( 2 ) 生活史
自 然界 で は 分生子が寄主昆虫 に 付着す る こ と に よ り 感

染が始 ま る 。 適温湿度条件下 で は 約 12 時 間以 内 に 発芽
し ， 発芽後 12 � 48 時間後 に は 虫体内 に 発芽管が貫通 し ，
菌糸が生育す る 。 虫体内 で生育 し た 菌 糸 は ， 菌 糸 → 出 芽

胞子 (blastospore) →菌糸 の サ イ ク ル を 繰 り 返 し ， 最終
的 に は分生子が虫体上 に 形成 さ れ 自 然界 に 放出 さ れ る 。

生育適温 は 20 � 280Cで， 350C を 超 え る と 生 育 で き な
い。 分生子 の発芽 に は ， 80%以上 の湿度が 8 � 10 時間必
要 と さ れ る (SAMSON ， 1947) 。

( 3 ) 宿主域
鱗麹 目 ， 甲 虫 目 ， 双麹 目 ， ア ザ ミ ウ マ 目 ， 半麹 目 ， 脈

麹 目 の 昆 虫 に 広 く 感染 す る こ と が報 告 さ れ て い る ( 国
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見， 1993 : SMITH， 1993) 。
3 生物活性

( 1 )  活性の範囲
本 剤 の 有効成分 で あ る ペ キ ロ マ イ セ ス フ モ ソ ロ セ ウ

ス は ， 特 に コ ナ ジ ラ ミ 類 に 強 い病原性 を示す。 ま た ， 成
虫， 嫡， 幼虫， 卵 の全 ス テ ー ジ に 感染す る こ と に よ り ，
効果的 な 防除が期待で き る 。

( 2 ) 作用機構
ペ キ ロ マ イ セ ス フ モ ソ ロ セ ウ ス に 感染 し た コ ナ ジ ラ

ミ 類が死に至る 過程 は 明 ら か で は な い が， 虫体内 で場殖
し た 菌糸 の 呼吸系， 神経系へ の侵入， 菌 に よ る 栄養分の
吸収等 の 要因 に よ り 死に至る と 推測 さ れ る 。

W 安 全 性

1 人畜毒性

プ リ フ ァ ー ド @ 水和剤 の 原体 お よ び製剤の 急性毒性試
験結果 を 表ー 1 に 要約 し た 。 い ず れ の 試験 に お い て も ，
死亡例， 特異 な 中毒症状 お よ び薬理作用 は認め ら れ な か
っ た 。 本剤 (水和剤) は普通物 に 相 当 す る 。

2 有用 生物 に対す る 影響

( 1 )  ミ ツ バ チ に対す る 影響

本剤の水希釈液 を セ イ ヨ ウ ミ ツ バ チ に 直接散布 し た 結
果 ， 500 倍， 1 ， 000 倍 (常用濃度) で は い ずれ も 死亡例
は認め ら れ な か っ た 。

ま た ， 本剤の 1 ， 000 倍希釈液 を散布 し た イ チ ゴハ ウ ス
に ， 翌朝 セ イ ヨ ウ ミ ツ バ チ 巣箱 を 導 入 し ， 30 日 間 そ の
影響 を調べた 結果， 群態への影響 は認め ら れず， 訪花行
動 に 関 し で も 異常 は な か っ た 。

( 2 ) マ ルハ ナ パ チ に対す る 影響
本剤の水希釈液 を セ イ ヨ ウ オ オ マ ルハ ナ パチ に直接散

布 し た 結果， 100 倍， 250 倍， 500 倍， 1 ， 000 倍 (常用濃
度) で は い ずれ も 死亡例 は 認 め ら れな か っ た 。

ま た ， 本剤の 1 ， 000 倍希釈液 を 散布 し た ト マ ト ハ ウ ス
に セ イ ヨ ウ オ オ マ ル ハ ナ パ チ 巣箱 を 導入 し ， 20 日 間 そ

の影響 を 調 べ た 結果， 群態へ の 影響 は認 め ら れず， 訪花
行動 に 関 し で も 異常 は な か っ た 。

( 3 ) カ イ コ に対す る 影響

プ リ フ ァ ー ド @ 水和剤 を カ イ コ に 大量接種 し た 場合，
病原性 を 示 す が， 過去 に 自 然発生 し た 例 は知 ら れて い な
い。 一方で， 本微生物 は カ イ コ ノ ウ ジ パエ に 強 い 病原性
を 示 し， そ の培養物 を 蚕室 に 処理す る 方法が防除法のー

っ と し て 挙 げ ら れて い る 。 こ の よ う に 本微生物の カ イ コ
に対す る 病原性 は 弱 い も の で あ り ， 本剤の使用 は施設 に

限 ら れて い る こ と か ら ， 通常の使用 方法で あ れ ば， 本剤

は カ イ コ に悪影響 を 及 ぽす可能性 は な い と 考 え ら れ る 。
( 4 ) 標的外見虫 に対す る 影響
オ ン シ ツ ツ ヤ コ パチ ， チ リ カ プ リ ダニ ， デ ィ ジ ェ ネ ラ

ン ス カ プ リ ダ ニ ， ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ 等 に 対 し ， 本 剤 の
300 倍 も し く は 1 ， 000 倍 (常用濃度) で の 散布 で は 悪影
響が見 ら れ な い こ と が報告 さ れて い る 。

通常の使用 方法であ れ ば， 本剤が こ れ ら の標的外昆虫
に悪影響 を 及 ぽす 可能性 は な い と 考 え ら れ る 。

V 適用病害 虫の範囲 お よ び使用 方法

1 適用 病害虫の範囲 お よ び使用 方法

表-2 に示す。
2 使用上の注意事項

①本剤 は 入手後 4 � 60Cで冷蔵保存 し ， 開封後 は 早 め
に使い切 る こ と 。

② 散 布 液 の 調 整 は ， ま ず 本 剤 の 所 定 量 に 少 量 の 水

表 - 1 プ リ フ ァ ー ド@ 水和剤の急性毒性試験結果概要

試験の種類 動物種 投与方法 LD50 値 ま た は最大無作用量 (CFU/動物)

単回経口 (原体) ラ ッ ト 経口 雄雌 : > 1 . 7 x l06 

単回経皮 (製剤) ウサ ギ 経皮 雄雌 : 刺激性あ る も 7 日 間以内 に 回復 (投与量 : 1 .  08 x 109/240 cm2) 

単回経気道 (原体) ラ ッ ト 経気道 雄雌 : 6 . 0 x 106 

腹腔内投与 (原体) ラ ッ ト 注射 雄雌 : 1 . 6 x 106 

眼一次刺激性 (原体) ウサ ギ 限 雄雌 : 軽度の刺激性あ る も 投与後 4 日 目 ま でに 回復 (投与量 : 2 . 5�5 . 4 X 1Q1/眼)

皮膚感作性 (製剤) モ ルモ ッ ト Buehler 法 雄 : 陰性 {投与量 : 感作， 惹起 と も に 6 . 4 x 10'/7 . 6 x  7 . 6  cm) 

表 - 2 プ リ フ ァ ー ド水和剤jの適用害虫お よ び使用方法

作物名 | 適用害虫名
目

ト マ ト | オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ

(施設栽培) I シ ルバー リ ー フ コ ナ ジ ラ ミ
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( 15�20.C) を 加 え て ク リ ー ム 状 に な る ま で か き 混ぜ，

高温や直射 日 光が避 け ら れ る 場所で 2 時間程度静置 し ，

こ の 後 に 所定量 の 水 を 加 え 十分 か く 枠 す る こ と 。 そ の

際， 展着剤 を加用 す る こ と 。

③本剤の有効成分 は生菌で あ る の で， 散布液調整後は

で き る だ け速や か に 散布す る こ と 。

④他の薬剤の混用 は 悪影響が あ る こ と が あ る の で避 け

る こ と 。

⑤本剤 の効果 を 十分 に 発揮 さ せ る た め に は， 散布後

8�10 時間 に わ た っ て施設内 を 温度 18�28.C， 相対湿度

80%以上 に保つ こ と が望 ま し い た め ， 施設 を 閉 め切 る こ

と の で き る 条件下で使用 す る こ と 。

@散布後 は， 特 に コ ナ ジ ラ ミ 類が好ん で生育す る 葉裏

と 生長点 に十分か か る よ う に し ， 7 日 程度 の 間 隔で合計

3 回散布す る こ と が望 ま し い。

⑦本剤 に 対 し て 高 い抗菌活性 を も っ 薬剤があ る の で，

本剤 の使用期間 中 に 他剤 を 処理す る 場合は使用 の適否 に

つ い て は十分 に 注意す る こ と 。

⑧本剤の使用 に 当 た っ て は， 使用量， 使用時期お よ び

使用方法 を誤 ら な い よ う に 注意 し ， 特 に 初 め て使用 す る

場合 は， 病害虫防除所等関係機関 の指導 を 受 け る こ と が

望 ま し い。

VI 導入 に 当 た っ て

1 効果的 な 利 用 方法

①発生初期 の散布が効果的であ る 。 十分 な効果 を 得 る

に は， 7 日 程度 の 間 隔 で 2�3 団連続散布 す る こ と が望

ま し い。

②本剤の 高 い効果 を発揮 さ せ る に は， 曇天や少雨時等

湿度 の 高 い 日 の散布が望 ま し い。

③汚れが気 に な る 場合 は， 汚れ軽減効果の あ る 展着剤

を加用 す る 。

④本剤 は従来の化学農薬 と は作用性が異 な り ， 化学農

薬抵抗性 コ ナ ジ ラ ミ 類 に も 同様 に 効果 を 示す。

2 化学農薬 と の混用

表-3 に 混用 可能 な 剤 の 一 覧 を 示す。 こ れ以外の 剤 と

の混用 に つ い て は事前 に 確認す る こ と が望 ま し い 。

3 試験成績デー タ

( 1 )  オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ に 対す る 効果

試験場 : 静岡 県農業試験場

試験地 : 静岡県農業試験場 プ ラ ス チ ッ ク ハ ウ ス

対象害虫発生状況 : 中発生

耕種概要 : ト マ ト (桃太郎) ， 定植 1997 年 4 月 4 日

表 - 3 プ リ フ ァ ー ド 水和剤 と 混用可能 な 剤 の一覧

〈殺菌剤〉 〈殺虫剤〉

ポ リ オ キ シ ン AL 水濯静j ア ドマイ ヤー水和剤 ベス ト ガー ド水溶剤

ポ ト キ ラ ー水和剤 ア フ ァ ー ム 乳剤 モ ス ピ ラ ン水溶剤

く展着剤〉 ア プ ロ ー ド 水和剤

ア プ ロ ー チ B 1 チ ェ ス 水和剤

ス カ ッ シ ュ ト リ ガー ド 水和剤

リ ノ ー バ リ ア ー ド 水溶剤

表 - 4 プ リ フ ァ ー ド 水和剤の オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ に対す る 効果

オ ン シ ツ 寄生虫数
供試薬剤 希釈倍率 コ ナ ジ ラ ミ 5/19 I 5/29 I 6/9 I 6/16 

成 虫 l . 5  3 . 3  0 . 4  0 . 1  
プ リ フ ァ ー ド 1 . 000 倍

4 齢幼虫 1 l . 6  8 . 2  2 . 0  0 . 9  

成 虫 4 . 2  16 . 6  9 . 2  4 . 2  
無 処 理 区

4 齢幼虫 9 . 4  1 4 . 7  8 . 6  4 . 5  

注) 成虫 は 1 葉 当 た り ， 幼虫 は 1 小葉 当 た り の虫数.

表 - 5 プ リ フ ァ ー ド 水和剤 の シ ルバー リ ー フ コ ナ ジ ラ ミ に 対 す
る 効果

供試薬剤

プ リ フ ァ ー ド

無 処 理

区制 ・ 面積 : 1 区 10 株 (10 m2) ， 反復な し

6/22 

2 . 7  

12 . 5  

処 理 方 法 : 5/19， 5/26 お よ び 6/2 の 計 3 回， 所 定 濃 度

の薬液 を 10 a 当 た り 200 1 散布 し た 。

試験成績 : 表-4 に 示す。

( 2 ) シ ルバー リ ー フ コ ナ ジ ラ ミ に対す る 効果

試験場 : 宮崎県総合農業試験場

試験地 : 宮崎県総合試験場内 圃場

対象害虫発生状況 : 少発生

耕種概要 : ト マ ト (桃太郎) ， 定植 1996 年 1 月 17 日

区制 ・ 面積 : 1 区 2 株 (4 m2) ， 無反復

処理方法 : 5/29， 6/4， 6/1 1 に 肩掛 け 噴霧器 で所定濃度

の薬液 を 十分量散布 し た 。

試験成績 : 表- 5 に示す。
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